
(57)【要約】

　【課題】　送信時において電力分配器および位相器を

使用せずに人体近傍の電磁界分布を変化させ、ＳＡＲを

低減する。

　【解決手段】　アンテナ装置は、給電素子２および無

給電素子４を備え、給電素子２は給電装置３に接続され

、この給電装置３を介して携帯端末用有限地板１に接続

されている。また、無給電素子４は給電素子２と一定の

間隔を置いて両側に２つ配置され、この無給電素子４を

それぞれ携帯端末用有限地板１に接地された可変リアク

タンス素子５に接続するように構成されている。可変リ

アクタンス素子５におけるリアクタンスの定数により、

給電素子２と無給電素子４との相互インピーダンスが変

化し、これに伴い近傍の電磁界も変化する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 給 電 装 置 お よ び こ の 給 電 装 置 を 介 し て 携 帯 端 末 用 有 限 地 板 に 接 続 し た 給 電 素 子 と 、 前 記
給 電 素 子 と 所 定 の 間 隔 を 有 し て 配 置 し た 無 給 電 素 子 と 、 前 記 携 帯 端 末 用 有 限 地 板 と 前 記 無
給 電 素 子 と を 可 変 リ ア ク タ ン ス 素 子 に よ っ て 接 続 す る 構 成 を 有 す る ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 給 電 装 置 と 、 前 記 給 電 装 置 か ら の 電 力 を 分 配 す る 電 力 分 配 器 と 、 前 記 電 力 分 配 器 の 複 数
の 出 力 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 電 力 制 御 装 置 と 、 前 記 電 力 制 御 装 置 の 出 力 に そ れ ぞ れ 接 続 さ
れ た 位 相 器 と 、 前 記 位 相 器 の 一 つ に 接 続 さ れ 前 記 給 電 装 置 を 介 し て 携 帯 端 末 用 有 限 地 板 に
接 続 さ れ た 給 電 素 子 と 、 前 記 給 電 素 子 と 所 定 の 間 隔 を 有 し て 配 置 さ れ た ア ン テ ナ 素 子 と 、
前 記 携 帯 端 末 用 有 限 地 板 に 接 続 さ れ た リ ア ク タ ン ス 素 子 と 、 前 記 ア ン テ ナ 素 子 を 前 記 位 相
器 ま た は 前 記 リ ア ク タ ン ス 素 子 に 切 り 替 え て 接 続 す る ス イ ッ チ と を 有 し 、 前 記 ス イ ッ チ は
送 信 時 に は 前 記 ア ン テ ナ 素 子 を 前 記 リ ア ク タ ン ス 素 子 に 接 続 し 、 受 信 時 に は 前 記 ア ン テ ナ
素 子 を 前 記 位 相 器 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と し た ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 を 複 数 有 し 、 こ れ ら の ア ン テ ナ 装 置 は そ れ ぞ れ
独 立 し た 任 意 の 偏 波 を 送 受 信 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と し た ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 で あ っ て 、 前 記 複 数 の ア ン テ ナ 装 置 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ
を 有 し 、 前 記 ス イ ッ チ を 切 り 替 え る こ と に よ り ダ イ バ ー シ テ ィ 送 受 信 を 行 う こ と を 特 徴 と
し た ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 が 搭 載 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 移 動
通 信 端 末 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 移 動 通 信 端 末 装 置 な ど に 用 い る ア ン テ ナ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 移 動 体 通 信 端 末 に 使 用 す る ア ン テ ナ 装 置 と し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ２ つ の ア ン
テ ナ 素 子 １ ０ ２ を 設 け て 位 相 器 １ ０ ９ を 介 し て 給 電 装 置 １ ０ ３ に 接 続 す る こ と で こ れ ら の
ア ン テ ナ 素 子 １ ０ ２ に そ れ ぞ れ 逆 相 に 給 電 し 、 こ の 給 電 装 置 １ ０ ３ を 介 し て 有 限 地 板 １ ０
１ に 接 地 し た 構 成 し た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。 こ の ア ン テ
ナ 装 置 に よ れ ば 、 ２ 素 子 の ア ン テ ナ 間 の 位 相 差 を 任 意 に 調 整 す る こ と が で き 、 ア ン テ ナ の
指 向 性 を 人 体 に 向 け な い よ う に し て 、 人 体 頭 部 近 傍 電 磁 界 を 減 少 さ せ 、 比 吸 収 率 （ Ｓ Ａ Ｒ
： Specific Absorption Rate） を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ２ １ １ ５ 公 報 （ 図 １ 、 図 ２ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ２ １ １ ６ 公 報 （ 図 １ 、 図 ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 は 、 ２ 素 子 の ア ン テ ナ に 同 時 に 給
電 す る 際 に 電 力 分 配 器 お よ び 位 相 器 を 使 用 し て お り 、 特 に 高 周 波 数 帯 域 に お い て 電 力 分 配
器 お よ び 位 相 器 の 損 失 が 大 き く 送 信 電 力 レ ベ ル が 劣 化 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 送 信 時 に お い
て 電 力 分 配 器 お よ び 位 相 器 を 使 用 す る こ と な く Ｓ Ａ Ｒ を 低 減 す る こ と が で き る ア ン テ ナ 装
置 お よ び 移 動 通 信 端 末 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の ア ン テ ナ 装 置 は 、 給 電 装 置 お よ び こ の 給 電 装 置 を 介 し て 携 帯 端 末 用 有 限 地 板 に
接 続 し た 給 電 素 子 と 、 前 記 給 電 素 子 と 所 定 の 間 隔 を 有 し て 配 置 し た 無 給 電 素 子 と 、 前 記 携
帯 端 末 用 有 限 地 板 と 前 記 無 給 電 素 子 と を 可 変 リ ア ク タ ン ス 素 子 に よ っ て 接 続 す る 構 成 を 有
す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 電 力 分 配 器 お よ び 位 相 器 を 使 用 す る こ と な く 可 変 リ ア ク タ ン ス に よ っ
て 人 体 近 傍 等 の 電 磁 界 分 布 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ア ン テ ナ 装 置 は 、 給 電 装 置 と 、 前 記 給 電 装 置 か ら の 電 力 を 分 配 す る 電 力
分 配 器 と 、 前 記 電 力 分 配 器 の 複 数 の 出 力 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 電 力 制 御 装 置 と 、 前 記 電 力
制 御 装 置 の 出 力 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 位 相 器 と 、 前 記 位 相 器 の 一 つ に 接 続 さ れ 前 記 給 電 装
置 を 介 し て 携 帯 端 末 用 有 限 地 板 に 接 続 さ れ た 給 電 素 子 と 、 前 記 給 電 素 子 と 所 定 の 間 隔 を 有
し て 配 置 さ れ た ア ン テ ナ 素 子 と 、 前 記 携 帯 端 末 用 有 限 地 板 に 接 続 さ れ た リ ア ク タ ン ス 素 子
と 、 前 記 ア ン テ ナ 素 子 を 前 記 位 相 器 ま た は 前 記 リ ア ク タ ン ス 素 子 に 切 り 替 え て 接 続 す る ス
イ ッ チ と を 有 し 、 前 記 ス イ ッ チ は 送 信 時 に は 前 記 ア ン テ ナ 素 子 を 前 記 リ ア ク タ ン ス 素 子 に
接 続 し 、 受 信 時 に は 前 記 ア ン テ ナ 素 子 を 前 記 位 相 器 に 接 続 す る 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 送 信 時 に は 電 力 分 配 器 お よ び 位 相 器 を 使 用 せ ず に 人 体 近 傍 等 の 電 磁 界
分 布 を 変 化 さ せ る こ と が で き 、 受 信 時 に は 給 電 電 力 と 位 相 の 制 御 に よ り 、 任 意 の 方 向 に ア
ン テ ナ 装 置 の 指 向 性 を 向 け 、 干 渉 波 を 除 去 す る こ と が 可 能 に な り 、 受 信 感 度 を 改 善 で き る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ア ン テ ナ 装 置 は 、 上 記 い ず れ か の ア ン テ ナ 装 置 を 複 数 有 し 、 こ れ ら の ア
ン テ ナ 装 置 は そ れ ぞ れ 独 立 し た 任 意 の 偏 波 を 送 受 信 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 例 え ば 垂 直 偏 波 と 水 平 偏 波 な ど 、 複 数 の 偏 波 が 送 受 信 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ア ン テ ナ 装 置 は 、 前 記 複 数 の ア ン テ ナ 装 置 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ を 有 し
、 前 記 ス イ ッ チ を 切 り 替 え る こ と に よ り ダ イ バ ー シ テ ィ 送 受 信 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 偏 波 ダ イ バ ー シ テ ィ 送 受 信 が 可 能 と な り 、 受 信 感 度 を 改 善 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 。 本 発 明 の 移 動 通 信 端 末 装 置 は 、 上 記 い ず れ か の ア ン テ ナ 装 置 が 搭 載 さ れ て い る 構
成 を 有 す る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 Ｓ Ａ Ｒ が 低 く 、 受 信 感 度 の 良 い 移 動 通 信 端 末 を 提 供 す る こ と が で き る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 送 信 時 に お い て 電 力 分 配 器 お よ び 位 相 器 を 使 用 す る こ と な く Ｓ Ａ Ｒ を
低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 給 電 素 子 ２ お
よ び 無 給 電 素 子 ４ を 備 え 、 給 電 素 子 ２ は 給 電 装 置 ３ に 接 続 さ れ 、 こ の 給 電 装 置 ３ を 介 し て
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携 帯 端 末 用 有 限 地 板 １ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 無 給 電 素 子 ４ は 給 電 素 子 ２ と 一 定 の 間 隔
を 置 い て 両 側 に ２ つ 配 置 さ れ 、 こ の 無 給 電 素 子 ４ を そ れ ぞ れ 携 帯 端 末 用 有 限 地 板 １ に 接 地
さ れ た 可 変 リ ア ク タ ン ス 素 子 ５ に 接 続 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 可 変 リ ア ク タ ン ス 素 子 ５ に お け る 可 変 リ ア ク タ ン ス の 定 数 に よ り 、
給 電 素 子 ２ と 無 給 電 素 子 ４ と の 相 互 イ ン ピ ー ダ ン ス が 変 化 し 、 こ れ に 伴 い 近 傍 の 電 磁 界 も
変 化 す る 。 こ の ア ン テ ナ 装 置 の 近 傍 に 人 体 が 位 置 す る 場 合 、 人 体 近 傍 に お い て 、 あ る リ ア
ク タ ン ス 定 数 を 決 定 す る こ と に よ り 人 体 方 向 に 影 響 の 少 な い 近 傍 電 磁 界 を 形 成 す る こ と が
で き る 。 図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） に リ ア ク タ ン ス 定 数 を 変 化 さ せ た と き の ア ン テ ナ 装 置 の 代 表
的 な 指 向 性 パ タ ー ン を 示 す 。 ｘ 方 向 を 人 体 方 向 と し た 場 合 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す リ ア ク タ ン
ス 定 数 α の 場 合 は 人 体 方 向 に 大 き く 放 射 し て い る の に 対 し 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す リ ア ク タ ン
ス 定 数 β の 場 合 は 人 体 方 向 に 極 め て 弱 い 放 射 （ null） が 得 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 に よ れ ば 、 人 体 近 傍 の 電 磁 界 分 布 を 可
変 リ ア ク タ ン ス に よ り 変 え る こ と が で き 、 人 体 近 傍 の Ｓ Ａ Ｒ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 分 配 器 お よ び 位 相 器 が 不 要 で あ る た め 、 分 配 器 お よ び 位 相 器 の 損 失 を 無 く す る こ
と が で き 、 分 配 器 お よ び 位 相 器 を 使 用 し た 同 時 給 電 の 場 合 と 比 較 し て 送 信 電 力 レ ベ ル を 改
善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 無 給 電 素 子 を ２ 素 子 と し て い る が 、 無 給 電 素 子 を １ 素 子 ま た
は ３ 素 子 以 上 と し て も 良 く 、 こ の よ う に す れ ば 、 よ り 多 く の 状 況 に 対 応 し て Ｓ Ａ Ｒ を 低 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 給 電 素 子 ２ と
ア ン テ ナ 素 子 ６ が 一 定 の 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ 、 こ れ ら の 給 電 素 子 ２ お よ び ア ン テ ナ 素 子
６ を 給 電 回 路 ７ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 給 電 素 子 ２ は 給 電 回 路 ７ を 介 し て 給 電 装 置 ３ に
接 続 さ れ 、 さ ら に 給 電 装 置 ３ を 介 し て 携 帯 端 末 用 有 限 地 板 １ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 ア
ン テ ナ 素 子 ６ は 給 電 回 路 ７ を 介 し て 携 帯 端 末 用 有 限 地 板 １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ に 給 電 回 路 ７ の 内 部 構 造 を 示 す 。 給 電 回 路 ７ は 、 給 電 素 子 ２ お よ び ア ン テ ナ 素 子 ６
に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 位 相 器 ９ と 、 こ れ ら の 位 相 器 ９ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 振 幅 制 御 装 置
１ ０ と 、 こ れ ら の 振 幅 制 御 装 置 １ ０ に 給 電 装 置 ３ か ら の 電 力 を 分 配 す る 電 力 分 配 ／ 合 成 器
１ １ と 、 携 帯 端 末 用 有 限 地 板 １ に 接 続 さ れ る リ ア ク タ ン ス 素 子 １ ２ と 、 ア ン テ ナ 素 子 ６ を
位 相 器 ９ ま た は リ ア ク タ ン ス 素 子 １ ２ に 切 り 替 え て 接 続 す る ス イ ッ チ 素 子 ８ と を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 給 電 回 路 ７ に お い て 、 受 信 の 場 合 は 、 ス イ ッ チ 素 子 ８ を 位 相 器 ９ 側 に 切 り 替 え て 、
位 相 器 ９ と 振 幅 制 御 装 置 １ ０ に よ り 給 電 素 子 ２ と ア ン テ ナ 素 子 ６ に 任 意 の 重 み を 持 た せ る
。 な お 、 給 電 装 置 ３ か ら 給 電 回 路 ７ へ の 入 出 力 は 電 力 分 配 ／ 合 成 器 １ １ に よ っ て 行 う 。 ま
た 、 送 信 の 場 合 は ス イ ッ チ 素 子 ８ を リ ア ク タ ン ス 素 子 １ ２ 側 に 切 り 替 え て 、 リ ア ク タ ン ス
素 子 １ ２ の 他 端 は 携 帯 端 末 用 有 限 地 板 １ に 接 続 す る 。 リ ア ク タ ン ス 素 子 １ ２ は 、 第 １ の 実
施 の 形 態 と 同 様 に 、 あ ら か じ め 人 体 近 傍 電 磁 界 お よ び 人 体 方 向 の 指 向 性 が 弱 く な る よ う な
定 数 と し て お く 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 に よ れ ば 、 送 信 時 は リ ア ク タ ン ス 素 子
に よ り 人 体 近 傍 の 電 磁 界 分 布 を 弱 く す る こ と で Ｓ Ａ Ｒ を 低 減 さ せ る こ と が で き 、 受 信 時 は
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振 幅 制 御 装 置 と 位 相 器 に よ り 指 向 性 を 任 意 に 変 更 す る こ と に よ り 干 渉 波 成 分 を 除 去 し 、 所
望 波 方 向 に 強 い 指 向 性 を 向 け る こ と に よ り 、 受 信 感 度 の 良 い ア ン テ ナ 装 置 を 提 供 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 給 電 素 子 を １ 本 、 ア ン テ ナ 素 子 を ２ 本 と し て い る が 、 そ れ ぞ
れ の 素 子 の 本 数 は そ れ 以 上 で 良 く 、 こ の よ う に す れ ば 、 干 渉 波 除 去 能 力 が さ ら に 高 ま り 、
受 信 感 度 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 垂 直 偏 波 が 送
受 信 可 能 な ア ン テ ナ 装 置 １ ３ と 、 水 平 偏 波 が 送 受 信 可 能 な ア ン テ ナ 装 置 １ ４ と を 備 え 、 こ
れ ら の ア ン テ ナ 装 置 １ ３ 、 １ ４ が ス イ ッ チ 素 子 ８ を 介 し て 給 電 装 置 ３ 、 携 帯 端 末 用 有 限 地
板 １ に 接 続 さ れ て い る 。 ア ン テ ナ 装 置 １ ３ 、 １ ４ は 、 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 の 形 態 に
て 説 明 し た い ず れ か の 構 成 を 有 し て い る 。 ス イ ッ チ 素 子 ８ は 、 ア ン テ ナ 装 置 １ ３ と ア ン テ
ナ 装 置 １ ４ の い ず れ か を 給 電 装 置 ３ に 接 続 す る よ う に 接 続 を 切 り 替 え る こ と に よ り 、 ダ イ
バ ー シ テ ィ 送 受 信 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 に よ れ ば 、 垂 直 お よ び 水 平 両 偏 波 を 送
受 信 す る こ と が で き 、 偏 波 ダ イ バ ー シ テ ィ 効 果 に よ り 、 よ り 高 い 受 信 感 度 を 得 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 で は 、 垂 直 偏 波 お よ び 水 平 偏 波 を 受 信 で き る
ア ン テ ナ 装 置 と し て い る が 、 そ の 他 の 偏 波 を 受 信 で き る ア ン テ ナ 装 置 を 使 用 し て も 良 く 、
こ の よ う に す れ ば 、 様 々 な 環 境 に お い て 受 信 感 度 の 高 い ア ン テ ナ 装 置 を 提 供 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 で は 、 ア ン テ ナ 装 置 を ２ つ と し て い る が 、 ３
つ 以 上 で も 良 く 、 こ の よ う に す れ ば よ り 高 感 度 な 偏 波 ダ イ バ ー シ テ ィ 受 信 が 可 能 と な り 、
受 信 感 度 が 向 上 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 、 送 信 時 に お い て 電 力 分 配 器 お よ び 位 相 器 を 使 用 す る こ と な く Ｓ Ａ Ｒ を 低 減 す
る こ と が で き 、 高 周 波 数 帯 域 を 使 用 す る ア ン テ ナ 装 置 お よ び こ れ を 備 え た 移 動 通 信 端 末 装
置 な ど に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 の 概 略 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 の 指 向 性 パ タ ー ン を 示 す 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 の 概 略 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 給 電 回 路 の 概 略 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 装 置 の 概 略 図
【 図 ６ 】 従 来 の ア ン テ ナ 装 置 の 構 成 例 の 概 略 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ 　 携 帯 端 末 用 有 限 地 板
　 ２ 　 給 電 素 子
　 ３ 　 給 電 装 置
　 ４ 　 無 給 電 素 子
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　 ５ 　 可 変 リ ア ク タ ン ス 素 子
　 ６ 　 ア ン テ ナ 素 子
　 ７ 　 給 電 回 路
　 ８ 　 ス イ ッ チ 素 子
　 ９ 　 位 相 器
　 １ ０ 　 振 幅 制 御 装 置
　 １ １ 　 電 力 分 配 ／ 合 成 器
　 １ ２ 　 リ ア ク タ ン ス 素 子
　 １ ３ 　 垂 直 偏 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ 装 置
　 １ ４ 　 水 平 偏 波 を 受 信 す る ア ン テ ナ 装 置 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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